
道南の木古内や
大野平野も開拓

大友亀太郎の功績やタマネギ栽培などに関する文化財が見られます

札幌村郷土記念館

江戸幕府の役人として札幌村（現在の東区）に本格的な農業の
基礎を築く。「人の一生はお金をもうけるだけではなく、世の中
にとって良いことをすることが大切だ」という考えを信念とした。

1834年（天保5年）／現在の神奈川県小田
原市に農家の長男として生まれる
1855年（安政2年）／農村の立て直しや改革
に尽力した二宮尊徳の門下生に
1858年（安政5年）／江戸幕府の役人となる
1859年（安政6年）／現在の北海道に渡り、
木古内などを開拓
1866年（慶応2年）／石狩の開拓を任され、
現在の東区を開拓する
1870年（明治3年）／北海道を去る
1897年（明治30年）／神奈川県議会議員を
四期務め、64歳で死去

大友 亀太郎
おお  とも     かめ   た    ろう

今 月 は

農民を受け入れるため
「御手作場」を造成
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 さっぽろの  

今や約195万人が暮らす街へと発展した札幌。ここでは、札
幌の発展に尽力した人物の功績や、市内にある建物の歴史
的背景、見どころなどを紹介。札幌の歩みを振り返ります。

人物紹介

にのみや そんとく

「大友堀」で
農民を支えた

歴史めぐり新
連
載



　＝内容　　＝日時　　＝会場　　＝対象　　＝定員　　＝費用　　＝申込　　＝問い合わせ先　b＝ 電話　c ＝ ファクス　
d＝ Ｅメール　a ＝ ホームページ（13㌻）に詳しい内容を掲載しているもの

※費用、申し込み方法の記載がない場合は、それぞれ無料、当日会場へ行く催しです

1858年、25歳の若さで江戸幕府から蝦夷地（現在の
北海道）の開拓を任され、移民と共に木古内を開拓。
また、オオカミやキツネが多く生息し、先の開拓者が
断念した大野平野（現在の北斗市の一部、七飯町）の
開拓も成功させました。

1866年6月～9月に、わずか4カ月
で完成させた大友堀（用水路）。長
さ4km、幅1.8m、深さ1.5mにも
なり、飲料水や農業用水を確保す
る場として大切にされていました。

大友堀の下流は1925年ころ埋め立てら
れて道路になりましたが、南3条～北6条
付近は創成川として現存しています。

大友亀太郎が進めた開拓の様子が分かる文書や、当時、
耕作で使用されていた農機具などを展示しています。

▲大友亀太郎の開拓
に関する古文書

▼畑の開墾、荷物の運
搬などで活躍した馬
「ドサンコ」のはく製
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大友堀は現在の創成川のもとになって
おり、今もその一部として残っています
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所在地東区北13東16
開館時間10時～16時
休館日月曜、祝・休日の翌日
交通機関地下鉄東豊線
「環状通東」駅から徒歩3分
詳細b782-2294
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杉の子保育園

大友公園

4番出口
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功績3

功績1 農民を受け入れるため
「御手作場」を造成
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功績2
米などを保管する倉庫や役
所を建設。さらに、模範農場
として御手作場を造り、農
民に生活用具を与えるほ
か、農業技術を伝えるなど、
積極的に支援しました。
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 さっぽろの  「大友堀」で
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▲大友堀とされる写真

▲創成川公園にある大友亀太郎像

大友亀太郎
の役宅跡

歴史めぐり
旧伏古川

豊平川
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大友堀落口

大友堀取水口

創成川として現存
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